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☕活動報告 
■名瀬谷戸の会 

 1 回目 定例活動 

・日時：5月 2 日（土）10:00～15:00 

・参加者：合計 51 名   

JFIK：6 名 地元・地域：15 名 ファミリー：22 名 横浜メ

ダカの会：5名 見学：3名 

・作業内容：●タケノコ試食会 ●メンマ用幼竹伐り出し：43

本 ●タケノコ駆除 久右衛門亭裏：32本 ゾーン 5と 6：26本 

●希少植物保護マーキング・生息数調査 ●横浜メダカの会 

メダカ池整備、水質調査、水生生物調査 

 

 2 回目 定例活動 

・日時：5月 10 日（日）10:00～15:00 

・参加者：合計 14 名  

JFIK：4名 地元・地域：4名 ファミリー：5名 見学：1名 

・作業内容：●希少植物保護マーキング・生息数調査  

 

 

 3 回目 定例活動 

・日時：5月 11 日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 18 名  

JFIK：7 名 地元・地域：11 名  

・作業内容：●希少植物調査 ●アジサイ園の除草 ●土日用

駐車場及び久右衛門邸お客様第 2 駐車場の草刈り  

 

 

 4 回目 定例活動 

・日時：5月 18 日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 25 名  

JFIK：8 名 地元・地域：11 名 見学：6 名 

・作業内容：●キショウブ除去 ●6 月 1 日に予定している東品

濃小学校 3年生の環境教育に使用する水鉄砲用のマダケの切り出

し ●希少種生息数調査 ●果樹園の除草    （福田 記） 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

キショウブ除去 

集合写真 

希少植物調査 

除草作業 

http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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■神奈川の身近な自然を訪ねて「湘南「江の島」の自然と歴史を訪ねる」 

日時：5 月 20 日（水）、5 月 23 日（土）10:00～14:30  

場所：藤沢市  

参加者：20日：21 名、23 日：11 名  

スタッフ：昆野、広川、田口、西岡、河野、菅原、吉原、鈴置、神田、鈴木（茂）、久野（計 11 名） 

 

コース：小田急片瀬江ノ島駅→江の島弁天橋→弁財天仲見世通り→エスカー1 区→江島神社（辺津宮）→ 

エスカー2 区→江島神社（中津宮）→エスカー3 区→江の島サムエル・コッキング苑（昼食）→山二つ→江島神社

（奥津宮）→杉山検校墓所→福石→瑞心門→東町通り→聖天島公園→北緑地→江ノ島バス停（島内）（解散） 

 

江の島は、神奈川県指定史跡・名勝、日本百景の地で、周囲 4 km、標高 60 m ほど

の陸繋島（トンボロ）です。駅名などでは江ノ島と表記することも多いですが、町名

や公文書等では「江の島」と表記します。古くは江島神社（日本三大弁天の 1 つ）に

代表されるように「江島」と表記されていたこともあります。島の上部は照葉樹林と

呼ばれる常緑広葉樹林に覆われており、かながわの美林 50 選に選定されています。

江戸時代後期には江戸庶民の行楽地としてにぎわいました。大正関東地震により島全

体が 2 ｍ近く隆起し、海蝕台が海面上に現れました。江島神社、サムエル・コッキ

ング苑、シーキャンドル（展望灯台）、江の島岩屋など多くの観光スポットが詰まっ

た島です。  

 小田急片瀬江ノ島駅に集合して、江の島弁天橋を渡り、青銅の鳥居をくぐると、江

島神社の参道、弁財天仲見世通りには多くの店舗が賑わいを見せています。上りは「江の島エスカー」（上り専用）

を利用します。 

日本三大弁天の 1 つである江島神社は宗像三姉妹を祀ります。1 つ目の辺津宮（へつのみや）境内の奉安殿に

は八臂弁財天と妙音弁財天が安置されています。弁財天は芸能の神でもあり、中央の中津宮には歌舞伎役者所縁

の奉納史蹟が見られます。 

エスカーを乗り継ぎ、サムエル・コッキング苑に入ります。貿易商サムエル・コッキングが 1882 年（明治 15）

から造成した和洋折衷の庭園跡で、「温室遺構展示体験棟」も見学しまし

た。100 年に一度と言われる花が咲くタイミンチク群、探検家クックが発見

した、シマナンヨウスギ、クックアロウカリアなどの藤沢市天然記念物など

も観察し、バラ園周辺で昼食です。 

昼食後は、奥に進み、断層亀裂と崖下の隆起した長磯が観察できる「山二

つ」経由、江島神社奥津宮を巡りました。戻って、下道を下り、鍼灸師杉山

検校、所縁の史蹟を見て、静かな、昔の漁師町「東町」の通りを抜け、今は

江の島と繋がった聖天島でひと休みです。 

最後に、北緑地で、トンボロの状況を視察しました。20 日はタイミング

よく、陸続きになった状況に出会い、23 日は潮が満ちていましたが左右から波がぶつかり合う状況を見る事が出

来ました。 

島入口にある、「江の島」バス停で、所定のコースを無事歩くことができ、解散しました。  （久野 記） 

 

 

 

 

サムエル・コッキング苑 

陸続きになったトンボロ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E6%8C%87%E5%AE%9A%E6%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1%E4%B8%80%E8%A6%A7#%E5%8F%B2%E8%B7%A1%E5%90%8D%E5%8B%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%99%BE%E6%99%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%AD%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B8%E7%B9%8B%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E5%B3%B6%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%85%A7%E8%91%89%E6%A8%B9%E6%9E%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%B8%E7%B7%91%E5%BA%83%E8%91%89%E6%A8%B9%E6%9E%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%8B%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8F%E3%81%AE%E7%BE%8E%E6%9E%9750%E9%81%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%A2%E6%9D%B1%E5%9C%B0%E9%9C%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E3%81%AE%E5%B3%B6%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%B8%89%E5%A4%A7%E5%BC%81%E5%A4%A9
https://mirusiru.jp/nature/flower/shimananyousugi
https://mirusiru.jp/nature/flower/kukkuaroukaria
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■四季の森公園 

「特定植物観察会～ユリ・ランの仲間」 

日 時：4月 26 日（日）13:00～15:00 晴のち曇 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原周辺、里山稜線ほか 

参加者：一般 16 名、公園職員 1 名 

スタッフ：佐藤（淳）、内間、笠原、三樹、藤井（久）、山岡、菅原（あ）、日比野、志村 計 9 名 

 

 はす池の上にこいのぼりが泳ぐ爽やかな晴天の中、観察会が行われました。最初にリーダーから挨拶と本日観

察するユリ・ランについての紹介があり、その後 3 班に分かれて観察会を開始しました。筆者が同行した班では

最初にランの花について詳しい説明がありました。シランを例にして写真や図を使いながら虫に花粉を運ばせる

しくみを説明し、その後実際のシランの花でランの花の特徴である蕊柱（ずいちゅう）と唇弁（しんべん）を観

察しました。 

 はす池に移動するとショウブ（葉菖蒲）の花が咲いていました。ハナショウブとは葉が似ているだけで別物、

花はガマの穂のような細長い形の小さな花が集まりで、葉は良い香りがするのでしょうぶ湯に使います。少し進

むとオトメフウロの種ができており、種の飛ばし方の説明を聞きながら観察しました。 

さらに進むとアマドコロとナルコユリがありました。どちら

もキジカクシ科で毒はなく、アスパラガスはこの仲間です。ア

マドコロは葉の脇から 1～3 個の花が付いており、葉は幅が広

めで茎には稜（りょう）と呼ばれる縦の筋があります。ナルコ

ユリの花はまだ小さな蕾、葉の付け根から多くの花がつき、葉

が細めで少し垂れ下がり、茎は丸くてすべすべです。実際に茎

に触って違いを確認しました。 

オニグルミやヤブデマリ、ミツバウツギなどの樹木の花を観

察しながら進み、クマガイソウのところにきましたが、花は茶

色く萎み、咲いているのはたった１輪でした。今年は季節の進み方が駆け足で先週がちょうど見頃だったようで

す。 

キンランやササバギンランはあちこちに咲いており、ギンランも１株見つけました。遊歩道脇に咲いているキ

ンランの花で蕊柱と唇弁を観察しました。エビネも里山のあちこちにありましたが少し盛りを過ぎた感じでした。

里山の頂上付近にはチゴユリの群生がありましたが花は終

わっており、茎の先端には小さな実ができていました。 

里山を下るとワニグチソウがあり、2 枚の苞葉の下に間も

なく咲きそうな大きな蕾が 2つついていました。ホウチャク

ソウは里山付近にたくさんあり、花盛りでした。ホウチャ

クソウはイヌサフラン科、毒があります。花はアマドコロ

やナルコユリに似ていますが、花被が１枚ずつ分かれてい

ること、茎が枝分かれし花は茎の先端につくことで区別でき

ます。 

最後にカラスビシャクを観察しました。仏炎苞（ぶつえんほう）の中からひものような付属体が伸びており、

雌雄同株、雌性先熟で自家受粉を防ぐしくみになっています。途中で見たマムシグサは似たようなつくりの花で

すが、こちらは雌雄異株で性転換をします。 

新緑の木々の中、ユリ・ランを中心として多くの植物を観察することができ、充実した素晴らしい観察会でし

た。                                           （志村 記） 

アマドコロとナルコユリを観察 

キンランの観察  
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「四季の森公園まつり」 

日 時：4月 29 日（水・祝） 10:00～15:00 曇 

場 所：県立四季の森公園 しょうぶ園入口付近～あし原湿原周辺 

参加者：ネイチャークラフト教室：46 名、生き物クイズラリー：287名、生き物クイズコーナー：113 名 

スタッフ：日比野、内間、福田、三樹、菅原（あ）、田口、西岡、藤井（久）、皆川、白木、木工房森の風から3名 

 

ネイチャークラフトでは、バードコールなどクラフト

作品の販売と、ネイチャークラフト教室を行いました。

クラフト教室の参加人数は例年に比べ少なくなりました

が、これは、近くの他団体が類似のイベントを行ってい

たことが主要因と考えられます。 

生き物クイズラリーは、あし原湿原を周回して、設置

してある 10 問の生き物に関するクイズを解いてもらう

というものですが、1周に 20分ほどかかります。例年は

用意の解答用紙 300 枚がすべて使われましたが、今年は

ほんの少し余りました。これは、まつりの終了時刻が例

年より 1 時間早まったことによるものでしょう。 

その場で解答する生き物クイズコーナーは参加者が増えて、盛況でした。 

曇り空で、少し肌寒く感じるくらいの 1 日でしたが、親子連れを中心に多くの参加者に楽しんでいただけたよ

うです。                                        （日比野 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特定植物観察会～キンポウゲの仲間」 

日 時：5月 9 日（土）13:00～14:30 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池周辺ほか 

参加者：一般 11 名、公園職員 1 名 

スタッフ：日比野、倉田、鈴木（茂）、三樹 

 

心地よい風が枝葉を揺らす晴天となった開催日に「キンポウゲの

仲間」というニッチなテーマでのご案内です。まず会議室でプロジ

ェクターを用いてキンポウゲ科の説明を行いました。2 月に咲くフク

ジュソウとセツブンソウ、3 月に咲くキクザキイチゲとヒメウズ、4

月に咲くニリンソウを題材とした袋果や痩果の説明を経て、開催日

ネイチャークラフトのテント テントで材料を選び、

奥のブルーシートでクラフトづくりをします。 

その場で答えるクイズコーナー クイズラリーの採点待ち 

当日開花していたコバノハイキンポウゲ 
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の四季の森で咲いていることが確認できているケキツネノボタン、コバノハイキンポウゲ、セリバヒエンソウの

説明に移りました。他にトリカブトやイヌショウマ、オダマキやクレマチスなど、変幻自在なキンポウゲ科の植

物の概要を紹介しました。とにかくキンポウゲ科の特徴を一言で言い表すことが難しいという前提と、それでも

共通していると言える形態的特徴を理解していただいたうえで、11 名の参加者は 6 名と 5 名の 2 チームに分かれ

観察会に出発しました。 

北口広場の花壇にはイチリンソウ属のアネモネが植栽されており、

花弁に見える萼、発達した花托に複数の雌蕊が存在していることや、

子房上位の形態を確認することができました。続いて池を左手にして

各所に咲くセリバヒエンソウを眺めながら木道を進み、草むらの中に

群生しているヒメウズを観察します。花が終わって袋果が割れた姿を

見ることができました。ネムノキを目印に左折すると、しょうぶ園手

前の園路沿いに花がほぼ終わりかけながらも黄色の花弁と緑色の痩果

の集まりがよく目立つキンポウゲ属のケキツネノボタンがあります。

しょうぶ園入口の木道を経由して池南側の園路に出ました。カワセミ

撮影ポイント付近では、園路から簡単に手の届く距離で猛毒植物トリカ

ブトの大株が至る所に育っており、参加者からは驚きの声が。秋に開花する花の写真と舞楽装束の鳥兜の写真を

紹介しました。園路の傍にはところどころに、アキカラマツの繊細で美しい複数羽状複葉を見ることができまし

た。石積の上の斜面では先月末までセツブンソウの葉や袋果が見られたことを紹介し、里山の尾根道で咲いてい

るハンショウヅルを観察するため階段を登ります。尾根の園路から 5 m ほど離れた場所にハンショウヅルは咲い

ており、その場で望遠撮影した写真を皆で囲んで観察しました。登ってきた階段を降りて蛍川橋を渡り、キンポ

ウゲ属のコバノハイキンポウゲのツヤツヤした黄色の花と特徴的な分裂葉を観察し、同属のケキツネノボタンの

茎を触って毛を確認しました。また、草むらの中に各種つる植物に混ざってセンニンソウの葉が見えることを紹

介しました。北口広場に戻る寸前でセリバヒエンソウの花と袋果、飛び出した黒い種子をルーペで観察し、管理

事務所前に戻りました。 

開花時期は 1 年のうちわずかな期間であり、さらにセツブンソウやフクジュソウのように春以外は全草が姿を

消してしまうようなものさえあるため、テーマに即した観察対象が少ない特定植物観察会になりました。それで

も、花弁が捻れるテイカカズラ、投石器のようなアメリカフウロの花柱、花盛りのジャーマンアイリス、鮮烈な

芳香のホオノキ、実は 2 人乗りは少ないフタリシズカなど、この季節の様々な植物の楽しい紹介を交えて、盛り

だくさんの観察会となりました。（倉田 記） 

 

「自然を訪ねて～花の不思議」 

日 時：5月 17 日（日）13:00～15:00 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺ほか 

参加者：一般 21 名、公園職員 1 名 

スタッフ：三樹、西岡、日比野、内間、藤井（久） 

 

最高気温 29℃近くになった夏先取りの午後、まず参加者の皆さんに、

花の分類について説明がありました。分類法にはいくつかあり、花粉が

運ばれる媒体による分類では、虫、鳥、風、水などのうち、虫媒花が大

多数を占めるということです。次に、花の性による分類では、雄蕊と雌

蕊が揃っている両性花でも、雌性先熟もあれば、雄性先熟もあります。

また、雄蕊だけが機能する雄花と、雌蕊だけが機能する雌花とが別々に

ハンショウヅルの撮れたて画像を囲む 

サツキにコマルハナバチ 
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ある単性花、さらに雌花と雄花が 1 つの株にある雌雄同株、別の株にある雌雄異株と分類されます。その他に花

の形による分類もあり、花のつくりは千差万別と紹介されたところで、3 班に分かれて実際に観察に出かけました。

まず、北口広場から観察を始め、はす池の木道を経てあし原湿原をまわり、春の草原から里山の麓を少し歩いて

から、蛍川橋を渡って北口広場に戻りました。  

北口広場ではまず、虫媒花であるサツキの花の蜜標を確認しました。蜜標がある上の花弁が真ん中で折りたた

まれて、奥に蜜が隠れています。ハナバチ類がそこに入り込んで蜜を吸って、後ずさりして出て来られるので、

からだに花粉を付け、送粉者（ポリネーター）になります。虫媒花では他に、広場のカツラにからみつくテイカ

カズラや、はす池のキショウブ、草原のアヤメなどが花の構造を調べながら紹介されました。キショウブとアヤ

メは形が違う花弁が 3 種類ある様に見えますが、一番外側で大きいのは蕚に相当し、一番内側にあるのは雌蕊と

のことでした。雌蕊をめくると雄蕊が見えました。 

花の性による分類では、草原でオオバコを観察しました。オオバコは風媒花で雌性先熟です。花の先の部分の

雌花が先に熟し、そのあと下の部分で雄蕊の葯が目立ちます。オオバコ

はたくさん咲いていて、各々成熟度が違う花を観察できました。さらに

里山の麓の斜面などで見られたナワシロイチゴも雌性先熟です。ひとむ

ら咲いているところでは、こちらも成熟度の違う花々を観察できました。

はす池の縁には雄性先熟のタチアオイも何輪か開いており、雄蕊の観察

はできましたが、一日花とはいえ、雌蕊の成熟には時間がまだ早すぎた

ようでした。 

花の形の分類でいうと、萼と花弁の両方が揃う両花被花の数が多いの

ですが、よく目にしたカタバミも緑色の萼と黄色い花弁をもつ異花被花、草原で観察したニワゼキショウやオオ

ニワゼキショウは萼と花弁がよく似ていて、同花被花とよばれます。萼は外花被、花弁は内花被といいます。よ

く見かけたドクダミは萼も花弁もない無花被花で、白く花弁のように見えるのは苞です。 

はす池の縁にちょっと変わったアゼナルコの花も見つけました。花茎の先端近くに小穂が数個垂れ下がり、そ

のうち、一番上の頂小穂だけは先端から約半分が雌花で根元側半分が雄花の、いわゆる雌雄性、それ以外の小穂

は雌花で雌性という珍しい形です。 

このように花の不思議を様々に学ぶとともに、実をつけ始めたキブシや、ヒメグルミ、シナサワグルミなどは

その花について分類を考えたり、ヤマグワや、クサイチゴ、モミジイチゴの実が美しく熟し始めたのを見つけた

りと、楽しい観察会になりました。                          （藤井（久） 記） 

 

■室内勉強会「南極昭和基地ってどんなところ？」～南極昭和基地の建設を通じて感じたこと 

（Zoom オンラインで実施） 

日 時：5月 8 日（金）19:30～21:00 

講 師：大谷雅彦（R5） 

参加者： 足立（正）、阿部、薄木、角田、梶浦、河口、河野、久次米、 

篠田、菅原（あ）、鈴木（淳）、鈴木（敏）、関、瀬尾、高橋（修）、田口、

竹山、田中（哲）、辻、豊川、中澤（均）、中澤（靖）、畷、羽田、日比野、

松井、三樹、皆川、山岡、山路、山本（明）、和田（昇）、嶺、佐藤（淳） 

計 34 名 

大谷さんとは何度かお話をさせていただく機会がありましたが、まさか

南極の昭和基地建設に行かれていたとは全く知らずに、本当にびっくり！

しました。なかなか経験できない貴重なお話をたくさんいただき、とて

も楽しく拝聴させていただき、ありがとうございました。 

成熟度の違うナワシロイチゴの花 

昭和基地より南極大陸を望む 
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南極観測船しらせの航路が往路と復路で違うのはなぜかと思ったのですが、昭和基地へ物資や隊員を運ぶだけ

ではなく途中で観測活動もしていたとは知りませんでした。また南極で観測する項目がこんなにたくさんあると

も思っていませんでした。オーロラ・生物(ペンギン)・隕石くらいしか知りませんでした。質問するのを忘れま

したが、ラミング航法時はその都度に衝撃（約 3,500 回！）が発生し、事前に艦内放送があるにしても乗船員の

皆さんは一体どうしているのでしょうか。 （＊下記に大谷さんよりご回答） 

太古の時代のゴンドワナ大陸の岩石が見ることができるとは驚きました。2 億年前の岩石を見てみたい。昭和基

地の平均気温は冬場でマイナス 20℃、夏場でマイナス 9℃と聞き、夏場とはいえ上半身裸でパンツ一丁の人々が

出迎えてくれたのはさすがにびっくりですね。 

実際の基地建設体験では、貨油ホース連結の際にコネクターがオス vs オスであったと、普段我々の生活でも

「あるある」でちょっと笑ってしまいました。急患発生などで予定変更や想定外の凍土やモレーンの影響や、建

設地の傾斜等の不具合など日本国内では未経験の事象が発生した中で、大谷さんはいろいろと代替案を考えなが

ら建設工程の見直しを毎日行われていたと聞き本当に大変だったと思います。残り期間 1 ケ月で隊長から「大丈

夫ですか？来年やれば良いですから。」と言われ、「大丈夫です。できます！」と答えた大谷さんはカッコ良いで

す。 

「南極で得たもの」のお話も心にしみました。「将来の地球を子どもた

ちにどうわたせるか、深く考える機会であった。」と、大谷さんの現在の

森林インストラクター活動に生かされていますね。今後も素晴らしいリ

ーダーシップと調整力でますますご活躍されるようお願い致します。 

私は南極へ行きたいとは思いませんが（笑）、復路の南緯 69 度線を東航

している際のオーロラの写真は素敵でした。私はオーロラを見たことは

ありません。以前参加した旅行会社の添乗員さんが「私、オーロラ姫と

言われるくらい遭遇率が高いのです。」と言っていたのを思い出し、 

そのツアーに参加してオーロラを見に行けたらと思います。ありがとうございました。                                     

（鈴木（淳）記）) 

＊ラミングの際には、船を震わせ地響きのような音と振動が伝わってきます。定着氷に乗り上げる時には、割

った氷が船底にゴロゴロと当たる音と振動が響いてきます。当初は物珍しさもあり興奮するものの 3,500 回

もしていると音も振動も心地良い感じになり寝不足などという人はいませんでした。  （大谷さんより） 

 

■山こい倶楽部 第 126 回企画 扇山 

日 付：5月 10 日（日） 晴 

参加者：三樹（リーダー）、竹山、中澤（靖）、篠田、中澤（均）、*中澤（美）（*一般参加） 

コース：JR 鳥沢駅=（バス）=梨ノ木平扇山登山口～扇山（昼食）～犬目丸～荻ノ丸～金毘羅神社～安逹野=（タク

シー）=鳥沢駅 

 

1 月に山火事を被った扇山に行きました。梨の木平バス停で降

り、ツツジコース登山口から、ざれた急登に難儀しながら何と

か大久保のコル（尾根）に辿り着きました。ツツジ群生地は、

火や熱の影響か葉をすっかり落として枯木の林となっていて、

来年きっと復活してくれるよね、と口々に話しながら歩きまし

た。その中で何とか花を咲かせている一本のツツジに出会うこ

とができ、何だかほっとし、来年への希望を感じました。 

尾根道を左右の林を見ながら進むと、樹木は根元が焦げてい

しらせ東航中のオーロラ 

ツツジ尾根の山火事跡を行く 
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ます。おそらく下草や落ち葉で延焼したのでしょう。林床は、ま

るで野焼き後のように、新緑が芽生えていました。スミレ類など

の葉、ウリハダカエデなどの実生、テンナンショウ類などがグン

グン出てきていました。またヒトリシズカが山頂付近で大繁栄し、

これまで見たことのない程大きな群落を作っていました。 

山頂で昼食をとった後、犬目丸分岐から荻ノ丸方面へ進むと、

焼けて倒れた木、倒れないまでも部分的に炭化した樹木も出てき

ました。犬目丸見晴台で一休みして蛭ヶ岳～檜洞丸～大室山の展

望を楽しんだ後、さらに進むと熱の影響で葉が褐色になったヒノ

キ林があり、まるでメタセコイヤの林を歩いているようでした。

そのあと萩ノ丸、焼けた寺社の跡を通って安達野バス停に至り、そこから予

約したタクシーで鳥沢駅に戻りました。 

山火事の痛々しい跡が残る中、登山道ではセンダイムシクイやキビタキ、

サンショウクイ、ツツドリなど夏鳥の鳴き声が響き渡り、林床では草花や実

生が今がチャンスとばかり葉を広げていました。山頂ではツマグロヒョウモ

ンが飛び交う姿も。 

火の不始末など人為的な山火事は言語道断ですが、一方で生き物たちのし

なやかな逞しさを感じたハイキングでした。 

皆さん、ありがとうございました。お疲れ様でした。 （中澤（美）記） 

 

  

 

■森こい倶楽部 第 76 回 

テーマ：「渋沢上地区丹沢百景の眺望から四十八瀬川の小田急線フォトスポットへ」 

日 時：5月 10 日（日）10:00～15:00 晴 

参加者：引田、塙、漆原、鈴木（茂）、藤井、梶浦、角田、鈴置、久野、金子、石川、広川、会員外 7名、 

合計 19 名。 

コース概要： 渋沢駅������→沼代御嶽神社→四十八瀬川甘柿橋→馬場坂→上公民館������（昼食）→上地区の里地→柳

川生き物の里→丹沢百景→上公民館������→上秦野神社������→菖蒲地区里地→熊野神社→小田急線踏切→四十八瀬川土

手道→田頭橋→渋沢駅������ 

 

開催概要 

 今回訪れた秦野上地区は、秦野盆地西端の、秦野盆地よりも標高が 50～100 

m 高い、周囲を丘陵に囲まれた盆地の中の盆地、といった地域です。秦野駅や

渋沢駅の周辺から見える秦野盆地の西端の、渋沢丘陵に連なる丘陵の向こう

に、もう 1つ盆地があることは気が付かないでしょう。そんな上地区を歩きま

した。 

 丹沢山系鍋割山稜が源流の四十八瀬川を渡ると上地区の入口です。四十八

瀬川は、秦野盆地を流れる川では唯一南下して足柄平野に流れます。他の金

目川や水無川は、大磯丘陵が 15 万～5 万年前に隆起したときに南下を阻まれ

東に流れを変え、秦野盆地東端から相模平野に向かい、河口付近では花水川と

名前を変えて相模湾に注ぎます。 

扇山山頂で集合写真 

犬目丸見晴台で展望を楽しむ 

四十八瀬川 



JFIK 会報 2026 年 6 月 第 219 号 

- 9 - 

 オドリコソウが咲く馬場坂の急坂を登ると視界が広がります。ブロ

ッコリーやソバなどの畑が広がる平坦地で、馬場があったそうです。

ですから、登ってきた坂は馬場坂。畑の中に、ガクの形が袋のように

見える赤紫色のフクロナデシコが咲いていました。さらにまた急坂を

登ると上地区の中心地。標高 200 ｍの盆地の中にある上公民館でお

弁当を食べて英気を養い、午後は上地区を歩きます。 

 上地区の盆地の周囲をぐるっと歩きました。低い丘陵に囲まれた盆地は、下界

から隔絶されたいわば「桃源郷」。木々は若々しい葉をつけ花は穏やかに咲いてい

ました。 晩春を体感していると、薄緑の草むらの中に淡紅紫色の花が。よく見る

とハルジオンです。こんなに美しいハルジオンをみたのは初めて。街中に咲いて

いる白花のハルジオンとは別種のように見えます。「桃源郷」では花も美しくなる

のでしょうか。 

 上地区の盆地から丘陵を登ると、青々と爽やかな丹沢山系を望むことができま

した。道横の草むらにあるキイチゴを食べながら、上秦野神社を経て四十八瀬川

に下ります。上秦野神社は秦野上地区と松田 6 ヶ村の鎮守だった神社で、秦野上

地区がかつて足柄平野の文化圏だったことが分ります。小田急線の踏切を渡ると

四十八瀬川です。四十八瀬川の横を小田急線が走っています。小田急渋沢駅

の標高は 163 ｍで小田急線の最高地点。隣の新松田駅の標高は 65 ｍ。駅間 6 

km で 100 ｍ登ります。急登で電車も大変。モーターの音が違います。頑張っ

て走っていました。鉄ちゃんの筆者にはよくわかります。 

今日は、四十八瀬川の清流、秦野上地区の桃源郷、淡紅紫色のハルジオン、

爽やかな丹沢山系、頑張って走る小田急特急に感激した一日でした。                    

（広川 記） 

 

 

 

■鳥こい倶楽部 2026 第 6 回「上高地で野鳥観察」 

日 時：5月 13 日（水）12:30～14日（木）14:00 

場 所：1 日目…上高地河童橋（集合）～明神～徳澤園（泊） 

2 日目…徳澤園周辺散策～明神～明神池～岳沢分岐～河童橋～田代橋～上高地バスターミナル（解散） 

参加者：鈴木（康）＜案内人＞、俣野（博）*、俣野（友）*、中澤（均）＜幹事＞、中澤（美）*、三樹、久次米、

中澤（靖）、漆原、仲田 以上 10 名（*一般） 

 

初日昼に河童橋前に集合、予報通り雨が降り出していました

が、強くはありません。皆さん、雨支度をして、傘を差して出発

しました。河童橋からは雲がかかりながらも穂高連峰の雄姿がし

っかり確認できました。まずは河童橋付近の施設の水源になって

いるという梓川の支流である清水川沿いに明神を目指します。清

水川の橋からは水中に沈むバイカモを確認出来ました。少し進ん

だ小梨平で早速ニリンソウの大群生地が現れました。この先、何

度もニリンソウの群生地が現れ、その中から変わり者のミドリニ

上地区から丹沢山系 

急登で頑張る小田急特急 

淡紅紫色のハルジオン 

河童橋前で早速の集合写真 
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リンソウやピンクニリンソウを探しながら歩きます。他にも、ネコ

ノメソウの仲間、コチャルメルソウ、ズダヤクシュ、ヒメイチゲ、

ハシリドコロ、ウスバサイシン、ミヤマスミレ、オオバキスミレな

ど次々と現れては、その度に足が止まりました。 

降り続く雨で小鳥の声もあまり聞こえず、草花観察に集中して歩

いたためか、明神まで2時間以上かかりました。宿泊地の徳澤園まで

先を急ぎ、16 時過ぎにようやく到着、徳沢キャンプ場のアカハラが

出迎えてくれました。この頃には雨も上がり、コサメビタキが飛び

交い、コマドリのさえずりが響いていました。 

2 日目は早朝から快晴で、明神岳に朝日が当たり、山肌が赤く染まるモルゲンロートを見ることができました。

朝食前に徳澤周辺を散策しました。ニリンソウの群生地を本当のオシドリ夫婦が歩いていたり、アカハラが飛び

回っています。梓川河川敷では、ケショウヤナギやエゾヤナギ、

シラカバなどをじっくり観察できました。宿での朝食後、まずは

明神池を目指します。明神までも観察会が始まり、なかなか進み

ません。昨日の雨のお陰でサンカヨウの透明な花が見られるので

はないかと期待して歩きましたが、残念ながら半開で半透明の花

を確認できたまででした。サンカヨウの花期には、少し早かった

ようです。明神でトイレ休憩の後、明神橋を渡り嘉門次小屋前を

通り、明神池に向かいました。明神池は、穂髙神社奥宮の境内に

あり、一之池と二之池の大小 2 つからなる池です。なお、入場に

は拝観料大人 500 円が必要です。一之池の桟橋で集合写真を撮影

後、二之池に周り、神秘的な景色楽しみ、水辺にマガモやオシドリを確認しました。明神池を後に梓川右岸を、

河童橋を目指します。途中岳沢分岐で、宿でいただいた弁当で昼食としました。河童橋で仮解散とし、6 名で田代

橋経由で上高地バスターミナルを目指しました。途中、キビタキ、ジョウビタキ、アオジ、マガモ幼鳥などの姿

を確認、こちらも楽しいコースでした。 

20 年数年ぶりの上高地でしたが、観光地化がより進んでいる様でした。しかし、雨降りでも楽しめ、もちろん

晴れても楽しめる多くの自然を楽しめることには変わりない、魅力ある地でした。再訪を期して、上高地を後に

しました。                                     （中澤（均） 記） 

＜確認した野鳥＞ 

1.オシドリ、2. マガモ、3. キジバト、4. アオバト、5. イソシギ、6. コゲラ、7.アカゲラ、8.ハシブトガラ

ス、9.カケス、10.シジュウカラ、11.ヒガラ、12.コガラ、13.ゴジュウカラ、14.ウグイス、15.ヤブサメ、16.エ

ナガ、17.センダイムシクイ、18.エゾムシクイ、19.メボソムシクイ、20.キバシリ、21.キクイタダキ、22.ミソ

サザイ、23.アカハラ、24.コサメビタキ、25.オオルリ、26.コマドリ、27.キビタキ、28.ルリビタキ、29.ジョウ

ビタキ、30.カワガラス、31.キセキレイ、32.アオジ 以上 32 種類 

雨の中、小梨平のニリンソウ群生地観察 

2 日目早朝は快晴で明神岳が赤く染まった 

ミドリニリンソウ ミヤマスミレ 半透明のサンカヨウの花 
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☕リレーエッセイ 

よろしくお願いします。 
 

 

 

R7 菅原 あつ子  
兵庫県で中学校理科の教師をしていました。毎日慌ただしく過ごし、退職後は自然観察をじっくりしたい、環

境のことも考えたいと大阪自然環境保全協会の自然環境市民大学講座や里山講座を受け、その後スタッフをやり、

また観察会などに参加しました。里山講座では実習しながら、大阪府内の保全活動グループを訪問し、里山環境

保全の厳しい現状を知りました。能勢の里山でキマダラルリシジミというシジミチョウを守ろうと森を整備し、

また希少種の植物を守る活動に参加していました。 

キマダラルリツバメの幼虫はハリブトシリアゲアリを騙すための物質

（好蟻（こうぎ）性化学物質)を分泌していて、アリの巣に入り、アリに育

ててもらいます。そのハリブトシリアゲアリは栗などの古木に巣を作りま

す。栗の木を育て栗園を整備します。能勢は銀寄栗（ぎんよせぐり）とい

う美味しい栗の産地なのですが、高齢化で放置された栗園も多くなりキク

イムシなどで枯れた木も増えています。 

蝶は羽化するとすぐに吸蜜します。キマダラルリシジミの 2 週間ほどの

活動期に花を咲かせる草花が必要です。根笹を刈って草花が育つ環境を整えます。陽が当たると、休眠していた

トキワイカリソウなどの草花がたくさんの花を咲かせ楽しませてくれました。希少種の保存のための移植とその

環境づくりもしました。イノシシのぬた場になっていたぬかるみは水路を掘り直し、崩れた石垣を積み直し、池

を掘り下げ水を引いて・・・。すると、どこからかモリアオガエルが訪れ樹上に産卵していました。自然は繋が

っているな、人が手を加えることで里山の自然は守られるんだなあ、ということを実感しながら、仲間と汗を流

す活動を楽しんでいました。 

せっかく植樹した栗の新芽がシカに食べられないよう網をかぶせたり、鹿柵を設置しても隙間から入られたり、

自然の中での人の営みの難しさも感じました。 

活動の中で多くの出会いがありました。自然や環境のことを一緒に考える人を増やしていければいいなと考え

て森林インストラクターに挑戦しました。 

去年、関西から転居してきました。関東は初めてで知らないことばかりです。こちらでの新たな人とのつなが

りを築いていきたいと考えています。生まれ育った関西と違い、こちらは土地勘もなく、地形のこと、川の流れ、

地質、知らないことばかりです。ワクワクした気持ちであちこち出かけ、小さな発見を楽しんでいます。 

森林インストラクターになったとはいえ、樹木も草花もこれから勉強しないといけないことが多い私ですが、先

輩方、よろしくお願いします。 

メボソムシクイ キビタキ  アオジ  

キマダラルリツバメ 
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☕月間ブックレビュー

 

書 名：山の仕事ガイドブック: 大自然と向き合う 30 人の現場案内 

著者：松見 真宏 

出版社 : 学芸出版社 

発行日 : 2025年 11 月 

価格：2,420円（税込み） 

感想： 

著者の松見さんは私の友人でもありますが、この本では

山や森で生きる人たち 30 人がそれぞれ原稿を書いてそれを

まとめたのが松見さんです。彼はまだ若いのですが、現場

の経験も豊富で普段 100人以上のマネジメントも行っている

のでこれからますます活躍していく人物だと思います。 

この本では、山小屋の支配人、歩荷（ぼっか）、写真家や

レンジャーなどの山や森で生きる人たちが普段どのような

スケジュールで動いているのか、やりがいはあるけど収入

には満足していないといったような実状を詳しく知ること

ができます。 

例えば登山ガイドの人がお客さんに満足してもらえるた

めには知識も話術も必要なこと、時には安全を優先して決

断しなければならないことといった内面的な苦悩も垣間見

えます。 

 30 名の職業はそれぞれ違いますが、山を愛し、守り、そ

の良さを広めたいという想いは共通しているように思えます。みなさんにとってもきっと何か通じるものがある

と思います。 

（橋本 武） 

☕掲示板

5月度の会員異動  

5月29日現在  会員数174名 

 

月例会が開催されました 

日 時：5月 29 日（金）19:30～21:00 ZOOM 開催 

出席者：理事11名、監事1名、会員2名  合計14名 

次回月例会 

日 時：6月 26 日（金）19：30～ ZOOM 開催 
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編集後記 

以前から関心があったファステ

ィング（断食）をしに伊豆高原

に行きました。おかげで体重が

4kg 減ですが、このままキープ

できるかどうか…（塙） 
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